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図書委員会は、今年も記念祭文化祭で古本市を

開催しました。

多くの人に恵まれ、たくさんの本が新しい

持ち主のもとに旅立って行きました。

当日、来場してくれた方々、どうもありがとう

ございました。

8月25日（金）、図書委員長、図書副委員長、

図書委員7名で、図書委員選定実習に行って

きました。

リニューアルオープンしたばかりのBOOKS

KaBoSイオンモール新小松店で、それぞれが

図書室に入れたい本を選びました。

生徒目線で選ばれた本ばかりなので、きっと

小松高校生の興味を引き、役に立つもの

ばかりだと思います。

次のページで、その選んだ本の中から一部を

紹介します。

9月中には図書室に並ぶ予定です。



○やがて海へと届く(彩瀬まる)

●猫を処方いたします(石田祥)

○それってパクリじゃないですか？(奥乃桜子)

●小戸森さんちはこの坂道の上(櫻いいよ)

○准教授・高槻彰良の推察(澤村御影)

●めぐり合いサンドイッチ(谷瑞恵）

○二木先生(夏木志郎)

●むかしむかしあるところに、死体があっても

めでたしめでたし。(青柳碧人)

○ハンチバック(市川沙央) ＊芥川賞受賞作品

●5分後に奇奇怪怪のラスト(エブリスタ)

○心臓の王国(竹宮ゆゆこ）

●死神と天使の円舞曲(知念実希人)

○ウェルテルタウンで安らかに(西尾維新)

●図書館のお夜食(原田ひ香)

○悪魔のコーラス(モモコグミカンパニー)

○世界のヘンな研究(五十嵐杏南)

●知りたいこと図鑑(みっけ）

○なぜか感じがいい人のかわいい言い方(山崎拓巳)

●ｐｉｋｅ式シンプルな習慣で頭と心が「整う」

勉強法(ｐｉｋｅ)

○モンスターにされた生き物たち(稲垣栄洋)

●美しい実験図鑑(さとうかよこ)

○日本の水族館五十三次(宮沢洋）

●明治エッセルスーパーカップで革命おやつ

(松本奈奈)

○ホテル椿山荘東京～ル・ジャルダン～

アフタヌーンティーレシピ(ホテル椿山荘東京)

●絵がふつうに上手くなる本(よー清水)

○見えないスポーツ図鑑(伊藤亜紗)

●エモい古語辞典(堀越英美）

○もりあがれ！タイダーン(ヨシタケシンスケ)


